
第 69 回 牛鬼会議 会議録 

日時 令和 4年 5月 20 日（金）18:00～ 作成者 

場所 宇和島市総合福祉センター3階 林 昭子 

会議名 第 69 回牛鬼会議 

参加者 

愛媛大学（前田 眞） 

一般社団法人宇和島 SDGs 社会教育事業団（霜村一郎）（リモート参加） 

地域支え合いセンター（佐藤猛） 

Clean the coast（西本和弘）（リモート参加） 

オフィスセイケ（清家正亀） 

if（松崎尚美）（リモート参加） 

吉田町手をつなぐ育成会（山本和美） 

宇和島市市民課市民協働推進係（東宏和） 

宇和島市危機管理課復興まちづくり推進係（辻凌太） 

宇和島市社会福祉協議会（松田伸一） 

宇和島 NPO センター（谷本友子）（山口勇喜）（岡田雅信）（林昭子） 
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前回からの継続案件 

無し 

 

１．会議参加者アンケートによる提案と課題 

（１）一般社団法人 宇和島 SDGs 社会教育事業団 

 ・活動協力依頼 

住民提案型商店街活性化事業助成・えひめ地域活力創造センターのまちづくり活動

する事業助成 

二つの補助金申請を出す。 

貝殻アート、小中学校の子ども達に絵を描いてもらいコンテストをする事業。宇和

島商店街 5店舗に展示することを進めている。搬入・搬出・展示の手伝いをしてほし

い。手当は補助金で支給できる予定。 

展示場所は、信用金庫恵美須町支店ロビー、伊予銀行宇和島支店ロビー、商店街市

民サービスセンター、喫茶店 TAO の 2 階、御殿町画廊で調整中。 

展示作品は全国絵画教室 13 店舗に依頼、７/31 までに届く予定で 000 数百点集まる

見込み。 

９月 21 日から 25 日にかけて、きさいや広場展示室で商店街で展示した貝殻アート

の作品と一緒に宇和島圏域の小中学校に公募し、貝殻アートを展示する。公募先は宇

和島市内の小中学校と、鬼北町、松野町。 

宇和島市教育委員会と鬼北町教育委員会、松野町教育委員会に後援申請済。9/21 に

展示し 25日に回収返却。26 日からインターネット上で各賞の結果発表。搬入搬出の

お手伝いをお願いしたい。 

 

ボランティアを集める依頼を早めにした方が良い。ボランティアバンクで案内でき

るので期日等の詳細を教えてほしい。 
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 要綱を提供する。 

 

（２）吉田町手をつなぐ育成会 

・zoom、canva の会員・スタッフ対象のビギナー研修 

チラシを作成することやオンラインで話をすることはについて、皆さん勉強したい

という思いを持っている。単独で研修をするのへ踏み切りにくいので、同じような活

動している団体のしてみたいことの研修などのアンケートができると、宇和島 NPO セ

ンターが、NPO 団体の支援を検討していく上での材料になると思う。研修会の企画が

良いものであっても参加者が少なかったりする。各団体を対象としてアンケートを実

施すると良い。また、団体もアンケートの内容を考えることによって課題の意識付け

にもなるのではないか。 

当団体としては、差し当たって canva の使い方を知りたい。 

 

他の団体と繋がっていく努力が両方の方から必要だと思う。 

 

canva とは何か。 

いろんな機能があって、チラシや動画、スライドショーを作成したりもでき、テン

プレートがあって活用できる。テンプレートを活用するとセンスのいい物を簡単に作

成することができるソフト。 

 

（３） オフィス・セイケ 

・宇和島 NPO センターのホームページについて 

2020 年 7月頃に稼働。閲覧数が増えてきている。７月という雨の多い月に増える傾

向。イベントで BOUSAI ゼミな～るなど紹介されると増加。活動が広がってきている。 

ホームページメニューをシンプルにわかりやすく。センターの５つの目標、地域ネ

ットワーク構築、NPO 団体支援、災害支援、防災教育、産業振興、それぞれについて

の写真とリンクをいれた。助成金の活用についても掲載する。 

トップページはインスタグラム投稿とリンクしている。提案でセンターの活動のグ

ラフ化を掲載してはどうか。牛鬼会議についてのページも掲載していく。 

オフィスセイケで Uwajima up date というサイトを作っている。宇和島の魅力を発

信している。ラジオでも海外にも流している。 

 

ホームページリニューアルにあたって、センターの新しいリーフレットができたの

で、それも掲載してほしい。 

 

新しくできたリーフレットを参考にホームページをリニューアルしている。 

 

PDF 化してダウンロードできるようにする。 

 

(４)地域支え合いセンター 

令和４年３月 31日までは、被災者見守り相談支援事業を受託し、平成 30 年７月豪

雨の被災者支援を行っていた。今年度、市より重層的支援体制整備事業を受託し、個

別支援、アウトリーチ等による継続的支援事業を担当している。地域支援で共助の基

盤作り事業は小林が担当。地域支え合いセンターは継続して名前を残している。地域

住民のお困り事を問題解決に繋げるよう拾い上げ関係機関に繋いでいく役割。 

共助の基盤作りは、各地域ごとでお互いに支え合える体制を作っていく、地域住民

同士が支えあっていくことを目的とした体制づくり。 

 ・立間地区 奥白井谷 「オクサロン」 
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以前から、自分たちでサロンを自主運営できるようになれたらいいと話ながら進め

ていた、４月に地区代表と自分達ですると決定し社協に登録申請した。引き続き、支え

合いセンターが参加する形で今後も関わっていく。開催日程は基本的に第２水曜日、来月は保

健師さんが大学の医学生を連れてくるので第 2木曜日。 

吉田公民館で毎月している、だんだんミニサロンも継続してささえあいセンター主催で行う。 

・「かむかいよしだ」活動 
４月から開始している、吉田地域限定で生活支援活動グループ吉田という団体ができ、事務

局、社会福祉協議会吉田支所、担当小林。有料ボランティアで 30 分 200 円という料金設定。

対象者は吉田にお住まいの方、高齢者、高齢世帯、障害のある方、免許証を持ってない方で、

介護サービスでは対応できないゴミ出しや、庭の草刈り、買い物。対応する方は、地域の住民

の方にボランティア登録していただき、地域の方同士の支えあいができる。住民で対応できる

人を募集中。現在 20 名が登録している。お金は一旦、社協でチケットを用意してそれを購入

してもらい、作業が終わったらボランティアの方に依頼者が渡す。そして社協がボランティア

の方に支払う。学生には図書カードやクオカードなどで渡すか検討中。 

 

２．関係団体からの活動報告と予定 (別紙活動記録参考) 

（１）宇和島市活動団体 Clean the coast  

 ・宇和島海岸清掃活動共有会議 

市民全体が海岸清掃を行うことに対して助成金を出してもらうようになった。 

条件はあるが 10人以上、２時間以上の活動に対して補助金が出る。細かい情報は市

のホームページ生活環境課に条件が掲載されている。 

先日、海岸清掃情報共有会議を開き、市役所生活環境課、市民課、NPO センター谷

本代表、Clean the coast、南予 TAC、アポトライ代表、清家亀幸氏に集まっていただ

き、意見交換した。 

５月 29 日（12時～14時）に、アポトライが蒋渕細木運河の海岸清掃を行う予定。

６月 11 日に南海放送ラジオ主催で GO-MIX（ゴミックス）という太陽石油バックアッ

プの海岸清掃が津島町津島大橋の下で実施される。ボランティア 100 人限定で今週月

曜日から募集が始まっている。関係団体として南予 TAC も関わっていただいている。 

また、ブルーサンタを、６月 25 日（土）に開催。予備日として次の日 26 日の日曜

日。ブルーサンタの実施後に、また情報共有会議を開催したい。今回、漁協が参加さ

れていなかったが、次回はぜひ漁協にも入って頂きたい。漁協も放置ごみについて動

いている様子なので、一緒に動いていきたい。 

 

これまで牛鬼会議の中で議論を進めていたが、海岸清掃をメインで議論をというこ

ともあり、今回海岸清掃団体の情報共有会議を別に設けた。 

今回、企業や他団体が入ってないので、随時増やしていきたい。会議後には牛鬼会

議で情報共有していく。 

 

（２）宇和島 NPO センター 

 ・みかん畑耕作放棄地を若者へ紹介中 

昨年の秋ごろから、農家リタイアされた方の畑を若者がいたらということで、紹介

中。耕作放棄になって 20 年経過したところ。産業振興になる活動をしている。 

・吉田町図書館付近の整備活動(えひめ南予きずな博会場付近) 

朝、時間があったら活動している。えひめ南予きずな博のブラ防さんぽのコースに

なっている。 

・吉田地区 浅川➡喜佐方地区 河内上 土嚢支援中 

災 害土砂がまだ残っているところがあり、手伝っている。できた土のうを JA 立間に

運んでいたところ、ほしいと声をかけられたので搬送した。 

喜佐方地区農道が整備され、コンクリートの道が復旧したところの淵に 30 袋積みに
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いった。浅川の方に 120 袋の土のうを持っていくことになった。土のうステーション

のおかげで交流が増えたので、これからこの活動を広げて繋ぎをしていこうと思う。 

 

 6/25(土) ブルーサンタ活動 

小池地区で、10時から 15 時、グランマよりキッチンカーを出す予定。 

白浦地区は、10時から 12 時、地域の方がカレーを作り、食べて解散。 

ブルーシップの会議にでるので、また情報共有したい。 

岡田さんへ。ブルーサンタ 2021 は 7/1 からの期間内のイベントだったので、期間外

でも名前が使えるかの確認と期間外でもイベントの登録ができるかの確認して下さ

い。 

 

ブルーサンタの活動はボランティアバンクで募集するか。 

 

募集できたらと思う。 

 

定員は何名か。 

 

マイクロプラスチックまで拾うならかなりの量になるのである程度の人数が必要。

昼にキッチンカーがくるのでそこが心配ではある。 

 

100 食はあると思うので広く募集しましょう。 

 

・6/5(日) V サポート主催 「災害ドローンスクール」 

今治の団体が立間町学校で開催する。募集は 20名程度、興味のある方へ周知をお願

いしたい。 

 

（3）宇和島市活動団体 Ｉｆ 

キッチンカーが出るとき子どもの遊び場を一緒に開催している。 

５月８日、岩松のキッチンカー、６月５日、12日も参加予定。 

５月 14 日いぬび食堂にも参加した。５月 15 日もてころ食堂 200 食完売。今回中学生

がボランティアでたくさんきたので助かった。５月 18 日奥白井谷の癒しにも行き本日

５月 20 日商店街でベルの演奏をした。もてころ食堂は毎月開催。 

 

2．その他 

（１）イベントや活動等予定一覧 令和 4 年(2022 年) ４月、５月、６月 

  ※別紙、その他（イベント等の開催状況）、ボランティア等募集案内 

  

 ◆次回継続案件 

 

 

次回、第７０回 牛鬼会議 ７月 15 日（金）18：00～ 宇和島市総合福祉センター ３

階 

 

 


